






























































































































































































































































































How are you feeling? ／　What are you doing there?


































































歌は、「Sunday, Monday, Tuesday」「Are you sleeping?」「Mary had a little lamb.」












（club, cry, freeなど）、silent e （make, cakeなど）、子音のうち一音以上読ま
ないもの（knife, lamb, highなど）などの説明、練習を行った。その後、第
２回、第３回同様、クリスマスソング（「Deck the Hall」「Jingle Bells」「We 









音の弁別、例えば、vとbの違い （violin, bus, voice, big, vitamin）、lと rの違
い （rock, lock, fear, feel）、hと fの違い （fence, hence, face, hit）、sと thの違い 























































































































問 語音１ 語音２ 実験前 実験後 問 語音１ 語音２ 実験前 実験後
1 short shirt 77 95 12 blue blue 100 95
2 rubber lover 23 23 13 rock lock 14 0
3 think sink 5 27 14 hence hence 60 82
4 shirt shirt 100 86 15 breeze breathe 14 45
5 vest vest 83 95 16 lover lover 50 45
6 brew blue 14 14 17 fence hence 95 100
7 lock lock 56 82 18 pray pray 77 82
8 cram clam 82 73 19 cars cards 27 64
9 sink sink 100 100 20 fear feel 95 95
10 pray play 73 73 21 clam clam 95 82
11 breathe breathe 95 95 22 best vest 50 64

















問 語音１ 語音２ 産出テスト 知覚テスト
実験前 実験後 実験前 実験後
１ short shirt 73 86 77 95
２ rubber lover 18 23 23 23
３ think sink 5 32 5 27
４ shirt shirt 79 93 100 86
５ vest vest 71 86 83 95
６ brew blue 14 21 14 14
７ lock lock 43 86 56 82
８ cram clam 40 73 82 73
９ sink sink 93 93 100 100
10 pray play 45 73 73 73




























































































































































































― 76 ― ― 77 ―











































































― 80 ― ― 81 ―
viii 
小学校１回実験プログラム（電子耳）（平成21年4月13日～7月9日）
No Date Program R P C1 C2 Ｅ time
1 4月16日 NANF 10 10 +5 -5 -5 +5 10 15
2 4月16日 MO 10 10 +5 -5 -5 +5 10 5
3 4月16日 NANF 10 10 +5 -5 -5 +5 10 15
4 4月20日 ＮＡ１ 10 10 +5 -5 -5 +5 9 15
5 4月20日 童謡 10 10 +5 -5 -5 +5 9 5
6 4月20日 ＮＡ１ 10 10 +5 -5 -5 +5 9 15
7 4月23日 ＮＡ２ 10 10 +5 -5 -5 +5 8 15
8 4月23日 MO 10 10 +5 -5 -5 +5 8 5
9 4月23日 ＮＡ２ 10 10 +5 -5 -5 +5 8 15
10 4月27日 ＮＡ２ 10 10 +5 -5 -5 +5 7 15
以下省略。
ix Primary Classic Readers 3 Alice in Wonderland with Audio CD より。
x 
小学校6回実験プログラム（電子耳）（平成23年9月26日～12月12日）
No Date Program R P C1 C2 Ｅ time
1 9月26日 NANF 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
2 10月3日 NA1 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
3 10月17日 NA2 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
4 10月24日 NA2 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
5 10月31日 NA2 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
6 11月7日 NA1 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
7 11月17日 NA1 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
8 11月28日 NA1 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
9 12月5日 NANF 10 10 +5 -5 -3 +3 10 30
10 12月12日 電子耳による聴き取りはなし。
― 80 ― ― 81 ―
xi  12問については以下の通りである。1. 知的好奇心、2. 認知された因果律の所






1 １）先生が教えてくれることだけを勉強すればいいと思います。  
　 ２）いろいろなことを進んで勉強したいと思います。  
2 １）自分がやりたいので勉強します。  
　 ２）おとうさんやおかあさんに、「やりなさい」といわれるので、勉強します。  
3 １）問題がむずかしいと、すぐ先生に教えてもらおうとします。  
　 ２）問題がむずかしくても、自分の力で出来るところまでは、やってみようとします。  
4 １）すきなことが学べるので、勉強します。  
　 ２）よいせいせきをたとるために勉強します。  
5 １）むずかしい問題はとけたとき、とてもうれしいので、好きです。  
　 ２）むずかしい問題をやるのは、きらいです。  
6 １）学校の勉強は、たのしくありません。  
　 ２）学校の勉強は、たのしいと思います。  
7 １）とくに、たくさんのことを知りたいとは思いません。  
　 ２）いつでも、できるだけたくさんのことを知りたいと思います。  
8 １）先生や家の人にいわれるまでは、勉強する気になりません。  
　 ２）先生や家の人にいわれなくても、勉強する気になります。  
9 １）問題のとき方は自分で考えます。  
　 ２）先生に，問題のとき方を教えてもらいます。  
10 １）おとうさんやおかあさんにほめられたいから勉強するのではありません。  
　 ２）おとうさんやおかあさんにほめられたいので、勉強します。  
11 １）２つの問題のうちどちらかをえらぶのなら、かんたんな方にします。  
　 ２）２つの問題のうちどちらかをえらぶのなら、むずかしい方にします。  
12 １）新しいことを勉強するのは、とてもたのしいです。  
　 ２）新しいことを勉強しても、たのしくありません。  
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